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日本人の意識の変化を促すことをねらいとして、調査協力者 10 名にライフストーリー・イ
ンタビューを行った。 
 
4．考察 
調査協力者の語りから、韓国籍である在日コリアンの若者の「生きづらさ」は、社会の
なかで在日コリアンという存在が理解されないまま、みえない存在となってしまうことに
よって生じていることが示された。「日本人と同じだよね」「日本に住んでるなら日本人に
なればいいじゃん」「韓国籍・韓国名で羨ましい」という日本人側からの言葉に、蔑視観は
ないが、こうした言葉には「同じであること」がよいという認識と、「あなたは日本人では
ない」という前提があり、在日コリアンについて表面的にしか理解しようとしない日本人
側の姿勢が見受けられた。 
また、在日コリアンとして生きる上で、韓国籍であることがどのような意味を持ってい
るのかについて、Y さんの事例から検討した。Y さんは、在日コリアンについて理解され
ない「生きづらさ」のなかで、日本国籍に変えようとしていた。しかし、朝鮮学校に再び
通うことで在日コリアンとしての原点に戻ること、また、自分と似たような境遇にいる、
さまざまな国籍やルーツをもつ人びととの出会いをきっかけに、自分がどの立場で人と接
しているかを考えたときに、韓国名で韓国籍の在日コリアンとして生きてきた経験が、自
分を代表するポジションであると感じるようになった。そして、他者との繋がり――今ま
で在日コリアンであることによって経験してきた理不尽さや葛藤を乗り越えてきたことに
誇りをもち、それをパワーに変えることで、在日コリアンの文化や、差別を受けてきた歴
史を他者と共有していくこと、他のマイノリティに共感できる立場としてサポートしてい
くこと――を、韓国籍であり続けることの意味として見いだしている。 
 
5．結論 
本研究では、筆者と調査協力者 10 名の関わり合いのなかで、在日コリアンについて理解
していない現状ではなく、理解しようとしない姿勢によってかれらの「生きづらさ」が生
じること、韓国籍であり続けることへの意味として、他者との繋がりを求めていることか
ら、理解しようとする姿勢の重要性を提示した。こうした姿勢は、どの程度の規模の解決
策に繋げることができるかという議論の前提として、重要なものであることを主張する。 
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